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１ 重要事項 

 環境省推進費による研究 

全国の環境研究機関の有機的連携による PM2.5 汚染の実態解明と発生源寄与評価 

PM2.5 の発生源寄与率を評価するため、各種発生源の化学組成プロファイルを作

成し、リセプターモデルを用いて国内汚染の影響と越境汚染の寄与を評価した。主

な成果について以下の通り発表した。 
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 科研費基盤 C による研究 

水環境健全性指標を利用した河川生態系評価に学ぶエコツーリズムの開発 

 神流川の河川生態系についてフィールド調査を行い、エコツーリズムにおいて利

用可能な教材開発を行った。また、研究成果を基にカード型図鑑を作成し、地域の

子供たちを対象とした環境学習会を実践した。主な成果について以下の通り発表し

た。 
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２ その他の事項 

 上記以外の研究成果として、以下の学術論文を発表した。 
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